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医療はひっ迫し、業者のみなさんもぎりぎりの状態ですね。
兵庫県はこの間、保健所を減らし公立病院の統合再編を
進めてきました。それで地域医療がぜい弱になっています。

憲法県政の会　2021年6月号外  憲法県政の会の見解を紹介します。
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●県立リハビリテーション中央病院　　
●六甲病院 ●高砂市民病院
●明石市立市民病院 ●多可赤十字病院
●加東市民病院 ●公立香住病院
●公立豊岡病院出石医療センター
●公立豊岡病院日高医療センター
●公立村岡病院 ●柏原赤十字病院
●国立病院機構兵庫中央病院
●県立姫路循環器病センター
●相生市民病院 ●たつの市民病院
●県立粒子線医療センター

1997年41か所

厚生労働省の「再編統合リスト」

１．PCR検査を大規模・頻回に行い、無症状感染者を保護します。
２．医療機関・介護施設等への補償・支援を充実します。
３．休業補償制度を確立し、雇用の継続と賃金を守ります。
４．コロナ禍で収入減の中小企業に補償を行い仕事を確保します。
５．高校卒業まで医療費を無料にします。国民健康保険料を引き下げます。
６．防災対策と生活基盤整備で安心して暮らせる地域づくりを進めます。

兵庫県内16病院 保健所

2020年
17か所

県民のいのちと
暮らしを守る県政に　

いのちと暮らし
   を守る県政に

コロナ対策の緊急の強化が必要です。
「行財政改革」の名で医療や福祉を削る政治は、
もうおしまいにしましょう。
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1965年神戸市長田区生まれ。加古川
北高校、日本福祉大学卒。兵庫県保険
医協会主任。99年から1期、兵庫県会
議員。2005年兵庫県知事選挙立候
補、2009年から衆院選挙１回、参院選
挙３回立候補。

プロフィール

金田さん、新型コロナの感染
拡大で不安です。暮らしの見通
しも立ちません。



１．県の女性管理職を早期に30％にするなど意志決定の場への女性参画をふやします。
２．県として「選択制夫婦別姓」を促進します。
３．ＤＶ・性暴力対策課を新設し、当事者とその支援者を支えていきます。

意思決定の場に、性別や年代を越える様々な声を
反映させ、政治や社会をより豊かに発展させる道をひらきましょう。

１．最低賃金を早期に1000円に引き上げ、1500円をめざします。
２．正規雇用をふやす中小企業への支援を拡充します。
３．住宅・店舗リフォーム助成制度をつくり地域の仕事をふやします。
４．農林水産業を県民生活をささえる基幹産業として活性化をはかります。

産業を支え、地域を支え、
雇用を守る県政に

経済の主人公は、はたらき生活している私たち。
中小企業をはげまし、環境を守りながら大企業とも
力をあわせ、地域の経済力を育てましょう。
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１．高校三年まで35人学級とし、そのための教職員の増員をはかります。
２．高校無償化と県立大の授業料引き下げ、そして私学助成金を拡充します。
３．待機児童ゼロめざし保育所を整備し、給食の保護者負担をなくします。

子どもの未来をひらく県政に
あたたかい給食、安心・安全の食事をすべての子どもたちに。
生活の安心、等しい教育機会、豊かな文化に親しむ機会を広げ、

子どもの未来をひらきましょう。
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ジェンダー平等、すべての
人の尊厳を等しく守る県政に2

医療を知り、県政を知り、そして人を知る

金田峰生さんと兵庫県を変えよう！

本気のSDGｓ
を兵庫から

2015年9月に国連で採択された「持続可能な開発目標」(SDGs)は
2030年までに持続可能な社会を実現するための世界共通の目標です。
財界・政府が目玉政策にしてるSDGsには貧困と格差の是正も位置づ
けられていません。利益追求に利用されるだけのSDGsではなく、よりよ
い社会を目指して、本気のSDGsを兵庫から！

県議、知事選・国政選挙も経験し、兵庫県政を内から外から熟知しています。保険医協会事務局員も経験し医療についても専門家です。
県内くまなく自治体、農協、漁協、その他さまざまな団体や個人と懇談を重ねてきました。県民の思いをまっすぐ受け止めてくれる金田さ
んと一緒に県政を変えましょう。

安心して働きたい。安定した事業を取り戻したい。
農業で生活したい。

「女らしく」「男らしく」よりも

「自分らしく」生きられる社会に

「選択的夫婦別姓」を早く実現さ
せたい。

ＤＶ被害者を支援するワンストッ
プ窓口を

子どもたち一人ひとりが大切に

されるように、少人数学級の実現を
！

ひとり親家庭、お金の心配なく

進学させたい

県下どこでも、自校方式、
地元の安全な食材の給食を！




